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F 来 左

入ヱ「来火電号 Jは 決女な組ヱ可轟程とにて文以来て装励張をtくなってげる'裕
立小走」の平生|ヒと何移l決性の次必を目標tて 燿 衆占″年来チ暖 試メJ衆野式較光 i(め
げて「紬立小赦 」の久擁 31〔r螺 /θκKぞ 悪射 し、ス俊歎 ,taぇ が日られてき
'こ。毘液脚キ l(あtするせ代はM沢 から。力与採 では挺～軽井 t〔採火か力の於乱迫庶
北按演密連茶 貿衆算年もち 酷 兆、ミあヽ`て生症力族文試孜 採緑岬卑六ヵ t〔ゎ、ヽて
まゑ舟姥之按文3文験そ兵光 して力望糸能であることとを認 した。

2 . 々 , ヒの瓶率

リ オタ起的姥性

で1)基 導軸す「隷玄ガヽ宛 Jよ り抑如新次短く、者並入立FナンプシWメ」よりだm経 魚 。ヽ

(2)か 浅衣ば「総王ガヽ枢」まr)ゃゃゲどく 「 サンブシロメ」まリタも`腹匂であう。
(う)必 懇 tょ「サンブシロメ」の2.む格以上でヽ非帯!く//く、「組ヱ小苑町 査′)や
く夕のである。
2)生 縫t争姥は
(F)「 総玄ノ|飛`」まり開た苅ネヽィ～7潤 ,旗熱掬で8～ /″Vイヤに文,ヤ督と、ヽド「チ
. ン フ|ンロメ」立で確生茶酌く海する。
(2)新納到ぶとヒだ「総玄か娘」よりまさるが、「すンブシコメ」まりやや妨る。
(3)も 文煙 は2″～刃θ隔//θ決で「総ヱノ|紅ヽ」ま′,多次のイ攻向音示す.
“)舟 、率¥選乳納～ヒば、タイズモザィタウイルスt〔対しては「ャ」、タイズシ
ストセ ンチュウtし対してtょr写ぅ」でみる。

5)3ス の最貿猪だ

て,)3メ むよ「総力 l麹ヽ 」とん枚 、素干夕の台』てすも紀まがタヘ/θ9の経イ競 てやあ′)、
外観的轟安がまぃ。

(2)↓ 文がかt=「報雄移lk池」と円痛 粗芸●わヾ「ャ」組精務が「/_4」t〔か線さよ
ろ金拷弁で、衆か童が島く細ヱ避 上枝ょて、1う。

う、物 品徹〔氷門イうだけ

カテ素の大受林府輸殺さ髭衆ど虜披 る,錯0欣 てヽ、も地沌移 8ァ 、転狭苅の//%者
も抑ており 今 炊ゎも夢は基苅″【セ長開してし`くヤで空率な

°
イ父急1を采 して、`くとミわ

れる。円蕗lて入玄台体の上左ヵ的上、芯コストメヒ、3白 晏化はば年でのり、々 h〔商
挑たのうもヽ鉛豆門入玄はれガヽ娘定の掃手が増大してt う`。しかし、た光が文滅来に
限らイ(ているたり、入玄を産|ま夫さどが採tである。素沐納立共妨への決総きが少な
く.共考も`らばネ憾ゎ`らの生産族総ざ按く卓枚要さ祇て、`る。

友射出来(i隷薄ο夕ヽ`「総ヱノ|もユ」ば受たゎl沢しヤすく、拭熟対があャく、未未でヽ
ばポ韓解山くpRぇ吉よる。文よ|く対して「永火86号」!すれ小定で張策ょく、受/rLわ1沢
だ友|ヽ
｀
| な`′1次とさよて、ヽろ。ま′く叔恐鋼け/θ月▼匂でみろ/〔抑軸 光ヤそ拡

大でいうことり`ら笑癒拘徹〔髭沐ィろ。
4 詠 嘘 び林ュ

旅謁Jθθ行、人下の採下ハ成を地夫史成とに 久 □森悲宅推進し、口史たを固ろ。
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61隷 上の誓そヤ、

|,ネ ヤ光却のお最重第はせ河ャハ下旬、採棒坪で|すb汀主匂てヽのとが、改たヵl沢
の務漱安として熊基 がな麹( ぁヽ′)乾 落形、ネlまと月20Uで ある。
2)篭 ミメ、玄|〔火鞍しマ棄化倒沢レ☆すげので、戒姥路衆ぼ/ク′θθθ～/す′θクθ八//θ久
チ′ヾヽノ遊【童2～多略力み芸辞我し、透錦だ蚤施☆夕にそ二塾すら.緒tミ肥大えてい

ば募にがだ率であら。またネ棒印tてあ1すら確ホでに滅ムを防ぐた抑/s,θ θθへ勉θθθ
ふ//θ伏のま逆とする。
3)ダ イス

｀
毛ザイクウイルス|くは「サンブシロメ」立の払炊越を方イらが、7ブ ラ

ムシ扮除や倉う文新ぼ火赤食
やおり紳拡イる。

4)夕゛イズシストセンチュウ把蛤移陛!すないので望′【しない。フ恣生回力ではγ～すキ
門ば‐寄左'F物の/PR府をさける。

も)/θ久普たりれ手充死汁圭ば赫轍禄で/へ′す解、採静部の碇法でだへ2材 とする。
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